
こ
の
友

の
来

日
本
人
宏
失

の
転
松

に
す
ら
徐
々

ュガ
々
に
だ
よ
り
お
悔
や
み
〕
に
上
げ
、

旗
失
さ
れ
た
管
れ

に
お
え
夕

い
〕
に
上
げ
ま
す
。
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平成23年度二股会計予算

３
月
定
例
町
議
会
は
、
１
日

か
ら
１７
日
ま
で
の
１７
日
間
の
日

程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
案
は

予
算
案
件
２５
件
、
条
例
案
件
１２

件
、
そ
の
他
条
件
■
件
の
４８
件

を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
一
般
質

問
に
は
１３
名
が
た
ち
ま
し
た
。

◆
新
年
度
予
算

こ
の
う
ち
新
年
度
予
算
に
つ

い
て
は
、　
一
般
会
計
の
総
額
は

７４
億
４
、
１
２
５
万
６
千
円
、

特
別
会
計
を
含
め
た
総
額
は

１
１
１
億
９
、
１
５
９
万
３
千

円
と
さ
だ
め
ら
れ
ま
し
た
。

◆

一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
歳
入
の
内
訳
は
、

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の

町
税
４３

・
１
％
ヽ
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
な
ど
回
庫
支
出

金
２４

・
６
％
、
県
支
出
金
１７

・

８
％
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

歳
出
は
、
目
的
別
で
は
民
生

費
２．

．
９
％
、
衛
生
費
１９

・
６
％
、

総
務
費
１７

・
３
％
、
土
木
費
１０

・
３
・％
な
ど
と
な
り
ま
し
た
。

性
質
別
で
は
、
人
件
費
、
扶
助

費
な
ど
義
務
的
経
費
が
３２

，
７
％
、

投
資
的
経
費
は
告
知
放
送
シ
ス

テ
ム
改
修
工
事
、
し
尿
処
理
場

の
下
水
道
処
理
場

へ
の
統
合
工

事
な
ど
１４

・
０
％
ヽ
そ
の
他
行

政
費
５３

・
４
％
と
な
り
ま
し
た
。

今
議
会
の
審
議
の
特
徴
と
し

て
、
野
瀬
町
政
が
す
す
め
る
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
ー
構
想
、
ま

た
難
波
江

・
西
三
松
地
系
の
脇

坂
の
整
備
な
ど
に
質
疑
が
集
中

し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
各
委
員
会
報
告
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

磯

部

武

史

地
デ
ジ
対
策
は
万
全
か

答
弁
　
調
査
し
個
別
対
応
も
検
討
。

地
デ
ジ
難
民
を
出
さ
な
い
た
め

こ

、

①
デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
の

カ②
支
援
対
象
世
帯

へ
の
広
報
、
啓
発
は
。

③
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
は
放
送
す
る
の
か
。

総
務
課
長

①
ぉア
ジ
ア
ナ
変
換
は
行
わ
な
い
。

②
新
年
度
、
調
査
し
、個
別
対
応
も
検
討
。

③

Ｋ

Ｂ

Ｓ

は

４

月

を

目

処

に

準

備

中

。

遅
く
と
も
完
全
移
行
ま
で
に
放
送
す
る
。

◆
光
ネ
ツ
ト
の
整
備
予
定
は
あ
る
か

新
総
合
計
画
の
説
明
の
中

で
、

光
フ
ア
イ
バ
ー
網
の
基
盤
整
備

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
登
場
し
た
。
整

備
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長

現
有
線
施
設
の
耐
用
年
数
に
合

わ
せ
、整
備
を
行
う
案
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
望
ま
し
く
、
実
施
の
方
向
を

検
討
中
で
あ
る
。

◆
町
長
マ
ニ
フ
エ
ス
ト
か
ら
間
う

農
林
水
産
業
の
販
路
の
拡
大
に

つ
い
て
、
安
定
供
給
が
で
き
な

い
こ
と
が
ネ
ツ
ク
で
あ
る
と
聞
く
。

Ｃ
Ａ
Ｓ
冷
凍
と
い
う
最
先
端
の
冷
凍

技
術
が
あ
る
。
長
期
間
鮮
度
を
保
て
る

冷
凍
技
術
で
、
安
定
供
給
や
Ｃ
Ａ
Ｓ
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
つ
な
が
る
。
導

入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

訪
れ
た
い
町
と
は
、
来
訪
者
に
自
慢

で
き
る
町
に
な
る
こ
と
と
あ
る
。

高
浜
町
の
海
岸
は
、
日
本
２５
勝
に
選

ば
れ
て
い
る
。
有
名
な
江
ノ
島
よ
り
上

位
の
選
で
あ
る
。
可
能
性
を
感
じ
る
が
。

町
長
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
優
位
性
は
認
識
し
て

い
る
。
ま
ず
、
付
加
価
値
を
付
け
る
こ
と

を
検
討
し
た
い
。

日
本
２５
勝
は
、
自
慢
で
き
る
。
ま
た
、

観
光
ポ
ス
タ
ー
が
美
し
い
日
本
賞
に
選
ば

れ
た
。
景
観
が
優
れ
て
い
る
こ
と
は
、
他
所
に

ま
ね
の
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

来
訪
者
に
対
す
る
も
て
な
し
や
雰
囲

気
づ
く
り
を
城
山
エ
リ
ア
の
開
発
に
活
か

せ
て
い
き
た
い
。

井
ノ
元
康
夫

「
エ
コ

ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー

ロ

コ
リ
ド
ー

ル
総
合
特
区
」

に
つ
い
て

答
弁
　
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
を
具
体
化
。

県
で
は
嶺
南
地
区
で
の
展
開
を
、

前
提
と
し
た

「
エ
コ

・
エ
ネ
ル

ギ
ー

・
コ
リ
ド
ー
ル
総
合
特
区
」
構
想

を
進
め
て
い
る
。
町
長
の
将
来
ビ
ジ

ョ

ン
の
中
に

「ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
低
炭
素
の
ま
；
づ
く
り
を
推

進
」
と
言
う
目
標
が
あ
る
。
町
と
し
て

も
県
と
先
進
的
な
取
り
組
み
と
連
携
し

て
ま
ち
づ
く
り
の
中
に
取
り
入
れ
た
い

と
前

回
議
会

で
の
説
明
で
あ

っ
た
が

、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
計
画
に

つ
い
て
問
う
。

町
長
高
浜
町
に
お
い
て
も
自
然
と
の

共
生
が
は
か
ら
れ
た
「
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
」

を
描
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
「
コ
ン
パ
ク
ト

ン
ア
ィ
関
連
事
業
」
「
エ
コ
ビ
レ
ス
ン
関
連

事
業
」
「
エ
コ
ラ
イ
フ
関
連
事
業
」
の
３
分

野
を
柱
に
エ
コ
施
策
ス
マ
ー
ト
施
策
を
次

の
３
点
で
具
体
化
し
た
い
。

①
総
合
計
画
な
ど
他
の
プ
Ｒ
ン
エ
ク
ト
と

の
整
合
性
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
構
想
、青
の
里
構
想

な
ど
。

②
住
民
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成

獣
害
を
受
け
な
い
安
定
的
供
給
と
、

作
業
効
率
の
良
い
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ハ
ウ
ス

農
業
③
実
行
性
の
あ
る
計
画
具
体
化
手
法

情
報
収
集
し
構
想
を
計
画
、実
行
へ
移

す
。現
在
エ
コ
に
関
す
る
専
門
的
知
識
経

験
の
あ
る
民
間
事
業
者
、
大
学
研
究
機

関
な
ど
と
情
報
収
集
し
、
＞」
の
中
で
出
来

た
プ
ラ
ン
を
県
の
検
討
会
に
提
案
し
事

業
化
決
定
さ
れ
れ
ば
順
次
実
施
し
て
行

夕く、。

(単位:干円、°/o)平成23年度 各会計予算

3月定例町議会

74億 4】125万6千円を可決
子葺総額 111僑 9り159万3平円

平成23年度一般会計予算

(前年比 12.90/。増)

会  計  名 本年度予算額 前年度予算額 上ヒ    草交 伸び率
一般会計 フ,441,256 6,588,738 852,518 129

特

月」

会

計

①国民健康保険特別会計 1,139,483 1,045,843 93,640 9.0
②国民健康保険診療所特別会計 121,030 118,052 2,978 2.5
③老人保健特別会計 140 2,505 △2,365 △944
④ 後期高齢者医療特別会計 96,325 102,403 △6,078 △5,9
⑤ 介護保険特別会計 フア2,フア2 フ33,348 39,424 5.4
⑥簡易水道事業特別会計 60,3フ4 66,551 △6,17フ △93
⑦ 公共下水道事業特別会計 600,617 603,625 △3,008 △0.5
③集落排水事業特別会計 551,18フ 352,341 198,846 56.4
③公有水面埋立事業特別会計 8フ ,25] 99,494 △ 12,243 △ 12.3
①宅地分譲事業特別会計 10,70フ 29,577 △ 18,870 △638

計 3,439,886 3,153,フ 40 286,146 91
企
業
会
計

①国民宿舎事業特別会計 116,955 122,966 △6,011 △4.9
②水道事業特別会計 193,496 300,778 △ 107,282 △35.フ

計 310,451 423,フ44 △ 113,293 △26.フ

計総 11,191,593 10,166,222 1,025,371 10.1

一 一
一
歩   ~物

2:蒻盈窮安卜′どd rl第 106号
3  第106号 :蒻盈Ч貧卜′どd rl



一 般 質 問

横

田

則

孝

当
初
予
算
に
お
い
て
の
、

今
後
の
事
業
の
在
り
方

に
つ
い
て

答
弁
　
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
。

長
引
く
不
況
に
よ
り
町
の
税
収

が
落
ち
込
ん
で
き
て
い
る
。
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
よ
り

一
層
の
効

果
を
図
り
事
業
の
必
要
性
と
効
率
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
既
存

事
業
を
精
査
し
、
ゼ
ロ
ペ
ー
ス
で
の
統

廃
合
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
を
今
後
ど
の
よ

う
に
す
す
め
ら
れ
る
の
か
、
又
、
各
委

託
料
や
補
助
事
業
に
つ
い
て
も
、
財
政

の
健
全
化
、
経
常
経
費
の
抑
制
、
経
費

の
削
減
な
ど
を
考
え
る
上
で
事
業
評
価

や
コ
ス
ト
意
識
を
持

っ
て
精
査
す
べ
き

で
あ
る
。
今
後
の
事
業
の
在
り
方
に
つ

い
て
問
う
。

町
長
平
成
２３
年
度
の
予
算
編
成
に
当

た
り
職
員
一人
ひ
と
り
が
こ
れ
ま
で
の
既

成
概
念
や
慣
習
。慣
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
効
果
的

に
活
用
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
既
存
事
業

に
つ
い
て
、
今
一度
、
再
点
検
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
る
。

新
年
度
よ
り
、道
の
駅
の
指
定
管
理
料

を
前
年
度
比
３
０
０
万
円
減
額
し
、
民

間
事
業
者
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
次
々
年
度
以
降
も
指
定
管
理

料
の
さ
ら
な
る
削
減
を
進
め
る
。

観
光
協
会
へ
の
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
の
一部

を
廃
止
し
、
今
後
は
提
案
型
の
「
閃
き
補

助
金
」
に
統
合
し
、
一定
の
基
準
を
設
け

審
査
し
て
行
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
活
動
が
、
町
内
で
広
く

認
知
さ
れ
、
支
援
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

持
続
可
能
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
そ
の
活
動
内
容
や
成
果
等
は
、

広
報
誌
な
ど
を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
発
信
し
て
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の
考
え
方
に
よ

り
、
そ
の
縮
減
し
た
予
算
を
「協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
、
参
加
、協
力
し
て

い
た
だ
く
住
民
や
サ
ー
ク
ル
、
又
民
間
事

業
者
の
皆
さ
ん
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
補

助
金
の
予
算
に
ンヽ
フ
ト
し
て
行
き
た
い
と

い考
え
て
い
る
。

討
。
③
後
継
人
材
の
手
当
て
。

等
の
難
問
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
行
政
だ
け
で
は
解
決
で
き
な

い
の
で
、
住
民
及
び
病
院
関
係
者
の
理
解
、

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
危
機
管
理
に
つ
い
て

①

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
作
業

プ

ロ
セ
ス

②
告
知
放
送
設
備
の
改
修
に
よ
る
運
用

に

つ

い
て総
務
課
長

①
従
来
の
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
土
砂
災
害
の
危
険
箇
所
を
明
記
し
、

総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ツ
ク
と
し
て
町
内
各

世
帯
に
配
布
す
る
。

②
有
線
と
無
線
の
併
用
ンヽ
ろ
ア
ム
で
町
内

を
網
羅
し
、
災
害
時
の
緊
急
放
送
で
情

報
が
途
切
れ
る
事
な
く
伝
達
で
き
、
生

命
、
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
。

清

常

光

洋

ま
ち
お
こ
し

（中
心
市

街
地
活
性
化
）
の
現
状

に
つ
い
て

答
弁
　
具
現
化
し
た

「
目
に
見
え
る

成
果
や
事
例
」
を
判
断
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い
。

町
外
か
ら
招
聘
の
副
町
長
は
、

前
職
が
経
済
産
業
省
出
身

で

「商
店
街
の
空
き
店
舗
対
策
を
進
め
る

中
心
市
街
地
活
性
化
専
門
官
」
を
務

め
、
多
く
の
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
っ
て
き
た
方
で
あ
り
、
実
践
派
、

行
動
派
で
あ
リ
バ
イ
タ
リ
テ
イ
ー
溢
れ

る
人
材
と
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
副
町
長
自
身
も
、
就
任
に
あ

た
り

「
日
村
さ
ん
が
来
て
、
高
浜
が
元

気
に
な
っ
た
よ
、
と
い
わ
れ
る
よ
う
全

力
で
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
お
ら
れ
た
。

副
町
長
就
任
か
ら
約
２
年
半
を
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
高
浜
町
の
中
心

市
街
地
は
ど

の
よ
う
に
変
わ

っ
た
の

か
。
こ
の
こ
と
は
巷
間
話
題
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
何
か
事
例
を
上

小

幡

憲

仁

高
校
の
通
学
定
期
代
の

助
成
を

答
弁
　
平
成
２４
年
度
助
成
開
始
に

向
け
て
検
討
す
る
。

◆
奨
学
金
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

野
瀬
町
長

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲

げ
た
経
済
的
理
由
で
進
学
を
あ

き
ら
め
る
学
生
を
支
援
す
る
高
浜
町
独

自

の
奨
学
金
制
度

の
創
設
に
つ
い
て
、

町
民
の
期
待
の
大
き
い
施
策
で
あ
り
ぜ

ひ
と
も
実
現
す
べ
き
と
考
え
る
。
現
時

点
で
の
奨
学
金
制
度
創
設
に
向
け
た
検

討
状
況
と
今
後
の
見
通
し
を
問
う
。

町
長
高
校
授
業
料
の
無
償
化
法
の
施

行
と
高
浜
町
で
２
局
校
進
学
の
際
の
奨

学
金
申
請
の
実
績
か
ら
、高
校
進
学
で
は

既
存
制
度
を
利
用
さ
れ
た
い
。

大
学
進
学
で
は
制
度
充
実
の
要
望
も

高
ま
っ
て
お
り
、
奨
学
金
創
設
に
向
け
先

行
自
治
体
等
の
事
例
を
参
考
に
引
き
続

き
検
討
す
る
。

げ
説
明
願
い
た
い
。

町
長
副
町
長
の
仕
事
は
、
町
行
政
全

般
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
あ
の
事
業

に
特
化
し
て
あ
た
る
よ
う
な
時
間
的
、物

理
的
余
裕
は
な
い
。

中
心
市
街
地
２
泉
退
は
１０
年
以
上
前

か
ら
起
こ
っ
て
お
り
、
全
国
共
通
の
課
題

で
あ
る
。
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
で
つ

課
題
は
１
年
や
２
年
で
目
に
見
え
る
成

果
が
出
る
ほ
ど
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
。

衰
退
か
ら
活
性
へ
、
つ
ま
り
「
中
心
市
街

地
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
の
気
持

ち
を
持
と
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い

う
投
げ
か
け
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
進
し
、

当
該
地
域
の
皆
さ
ん
と
話
を
始
め
て
い
る

段
階
で
あ
る
。

◆
高
校
の
通
学
定
期
助
成
に
つ
い
て

高
浜
町
に
は
高
校
が
な
い
た
め

通
学
で
大
き
な
ハ
ン
デ
イ
が
あ

る
。
県
に
通
学
費
助
成
を
要
請
す
べ
き
。

ま
た
、
県
の
助
成
の
有
無
と
は
別
に
町

独
自
で
助
成
す
べ
き
。

教
育
長

県
立
高
校
へ
の
通
学
費
援
助
は

知
事
や
県
教
育
委
員
会
に
申
し
入
れ
て

い
る
が
実
現
し
な
い
。
今
後
も
引
き
続
き

要
望
す
る
。
ま
た
、
町
独
自
の
通
学
支
援

制
度
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
平
成

２４
年
度
実
施
を
目
指
し
検
討
す
る
。

◆
学
童
保
育
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

現
在
、
学
童
保
育
事
業
を
公
民

館
で
実
施
し
て
い
る
。
当
面
の

措
置
と
し
て
は
や
む
を
得
な
い
が
、
専

用
施
設
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長

十
分
な
学
童
保
育
施
設
で
は
な

い
が
、
学
校
の
空
き
教
室
を
活
用
す
べ
き

で
専
用
施
設
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
の

利
用
者
の
増
加
傾
向
や
、対
象
年
齢
の
引

き
上
げ
な
ど
、本
事
業
の
動
向
を
見
極
め

る
と
と
も
に
各
公
民
館
の
利
用
状
況
を

踏
ま
え
、
学
校
の
空
き
教
室
や
他
の
施
設

の
利
用
な
ど
も
検
討
す
る
。

コ
ン
想
に

答
弁
　
財
源
確
保
の
協
議
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
構
想
の
実

施
に
あ
た
り
、
こ
の
計
画
が
子

供
達

の
将
来
に
負
担
を
掛
け
な
い
か
、

具
体
的
な
収
支
を
示
し
て
頂
き
た
い
。

町
長
財
源
確
保
の
為
、
国
、
県
当
局
と

協
議
を
し
て
い
る
。

公
共
施
設
の
規
模
も
見
直
し
の
必
要

が
有
り
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な
収
支
は

示
せ
な
い
が
、
内
容
が
固
ま
り
次
第
示
し

た
い
。

◆
高
浜
病
院
の
存
続
に
つ
い
て

高
浜
病
院

の
存
続
に
あ
た
り
、

町
長
の
具
体
的
な
案
を
お
聞
き

一 般 質 問

し
た

い
。町

長
国
か
ら
の
譲
渡
を
受
け
る
考
え

に
変
わ
り
は
な
い
。
譲
渡
の
為
に
は
、

①
人
的
医
療
資
源
の
充
実
。

②
譲
渡
を
受
け
る
場
合
の
具
体
策
の
検

つ パ
い ク

深

井

久

則

ト
シ
テ
ィ
構

て
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一般 質 問

恩

勝

本

繁

昭

道
路
排
水
路

の
改
修
に

つ
い
て

答
弁
　
随
時
状
況
に
応
じ
対
応
。

和
田
地
区
内
の
排
水
路
側
溝
で

未
改
修
部
分
の
施
工
は
さ
れ
る

の

か

建
設
整
備
課
長

和
田
地
区
に
お
い
て
は
、
本
年
度

下
記
維
持
修
繕
工
事
に
て
一部
施
工
す
る
。

今
後
も
老
朽
化
し
て
い
る
道
路
排
水
路

に
つ
い
て
、
随
時
状
況
に
応
じ
対
応
に
努

め
る
。

◆
車
持
地
係
の
砂
防

・
河
川
の
進
捗
は

答
弁
　
国
の
財
政
状
況
等
に
よ
る
。

県
事
業
の
砂
防
工
事
と
車
持
川

河
川
改
修
で
Ｊ
Ｒ
小
浜
線
と
国

道
２７
号
線
の
横
断
工
事
は
い
つ
頃
か
。

建
設
整
備
課
長

平
成
２３
年
度
に
は
２
箇
所
の
工

事
着
手
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
サ

コ
谷
、
本
流
の
柿
木
原
と
整
備
を
進
め
、

こ
れ
が
完
成
し
た
後
、
護
岸
改
修
工
事
に

着
手
す
る
計
画
で
あ
る
。

◆
安
土
埋
立
地
か
ら
駅
前
道
路
接
続
は

答
弁
　
当
初
の
計
画
の
と
お
り
。

安
土
公
有
水
面
埋
立
も
終
わ
り

一
部
連
絡
道
路
も
施
工
さ
れ
て

い
る
が
和
田
駅
前
道
路

へ
の
取
付
は
ど

の
よ
う
な
計
画
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

建
設
整
備
課
長

埋
立
地
の
利
用
計
画
の
見
直
し

が
さ
れ
て
も
、
そ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ
い

て
は
、
当
初
の
計
画
の
と
お
り
東
は
県
道

犬
見
崎
和
田
線
へ
、
西
は
県
道
畑
・若
狭

和
田
停
車
場
線
へ
の
接
続
に
変
わ
り
は
な

ヤヽ◆
青
戸
入
江
の
海
底
調
査
に
つ
い
て

答
弁
　
小
浜
湾
全
域
の
問
題
と
し
て
。

海
底
に
見
慣
れ
な
い
海
藻
が
生

い
茂
り
、
赤
貝
の
生
育
確
認
も

ま
ま
な
ら
な
い
が
。
ま
た
、
水
質
調
査

だ
け
で
な
く
海
底
質
、
海
藻
調
査
も
願
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

海
藻
に
つ
い
て
は
県
水
産
普
及

員
が
確
認
し
た
が
、
テ
ン
グ
サ
類
と
同
様

の
オ
ゴ
ノ
リ
の
よ
つゝ
で
あ
る
。

海
底
及
び
海
藻
調
査
の
質
問
に
つ
い
て

は
県
水
産
漁
港
課
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

県
内
沿
岸
の
水
質
検
査
な
ら
び
に
底
質

調
査
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

粟

野

明

雄

米
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
イ

法
の
目
的
を
問
う

答
弁
　
生
産
者
が
産
地
情
報
を
確
認
。

昨
年
１０
月
に
施
行
さ
れ
た
米
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
イ
法
の
①
目

的
、
②
影
響
、
③
生
産
者
の
義
務
は
何

か
。
④
国
産
米
の
消
費
は
伸
び

る
と
考

え
る
か
。ま
ち
づ
く
り
課
長

①
消
費
者
が
産
地
を
わ
か
り
や

す
く
す
る
こ
と
で
、
国
民
の
健
康
の
保

護
、
関
連
産
業
の
健
全
な
発
展
を
目
指

す
。
②
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
一こ
―
に
産
地
が

表
示
さ
れ
る
こ
と
で
安
心
が
得
ら
れ
る
。

③
こ
れ
ま
で
も
栽
培
日
誌
の
伝
票
を
つ

け
て
い
る
の
で
、
特
に
影
響
は
な
い
。
④
直

接
の
効
果
は
な
い
が
、
関
連
産
業
の
健
全

な
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

◆
幸
福
に
つ
い
て

ブ
ー
タ
ン
で
は
国
民
総
生
産
よ

り
、
国
民
総
幸
福
量
と
い
う
考

え
方
を
大
切
に
し
て
い
る
。
国
民
の
９７

％
が
幸
福
だ
と
応
え
て
い
る
。
人
の
生

活
で
は
、
経
済
生
活
、
健
康
生
活
、
家

庭
生
活
が
あ
る
が
、
家
庭
生
活

へ
の
啓

蒙
活
動
、
セ
ー
フ
テ
イ
ネ
ッ
ト
は
、
ど

の
様
に
し
て
い
る
か
。

教
育
長

幸
福
な
生
活
は
人
類
共
通
の
目

標
で
あ
る
が
、
幸
福
の
価
値
観
は
、
心
理

的
な
要
素
で
あ
る
。
社
会
教
育
の
基
本

は
家
庭
教
育
に
あ
る
。
高
浜
町
で
は
、
後

援
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
感
謝
の
心

を
は
ぐ
く
ん
だ
り
で

ユヽ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

強
化
を
図
っ
て
い
る
。

◆
仰
活
生
タ
ウ
ン
の
今
後
を
問
う
。

鯛
活
生
タ
ウ
ン
は
、
こ
れ
か
ら

は
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
し
て
活

動
す
る
が
、
そ
の
戦
略
を
問
う
。

町
長
株
式
会
社
の
意
志
決
定
が
機
動

的
で
あ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
事
業
部

門
を
担
え
る
組
織
に
し
た
い
。
高
浜
の
特

産
品
開
発
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ハ
ウ
ス
温
室
栽

培
、
な
ど
の
事
業
の
母
体
と
し
た
い
。
人

材
確
保
に
も
努
め
る
「

◆
保
育
士
の
正
規
採
用
に
つ
い
て

答
弁
　
保
育
士
数
は
国
の
基
準
に
合
致

高
浜
町
立
保
育
所
の
約
３
分
の

１
が
臨
時
保
育
士
で
あ
る
。
人

間
を
育
て
、
教
育
す
る
と
い
う
専
門
職

員
の
身
分
が
不
安
定
で
は
本
人
の
意
欲

に
も
影
響
す
る
し
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
も
な
ら
な
い
。
町
内
の
若
者
に
雇

用
を
保
障
し
、
定
住
を
図
る
た
め
に
も

正
規
職
員
と
し
て
採
用
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

副
町
長

保
育
所
に
お
け
る
職
員
数
は
国

で
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
本
町
保
育

所
で
も
そ
の
基
準
を
も
と
に
保
育
士
を

配
置
し
て
お
り
、
正
職
保
育
士
は
不
足

し
て
い
な
い
。
臨
時
保
育
士
は
あ
く
ま
で

も
保
育
補
助
業
務
で
あ
る
。
児
童
数
の

年
々
減
少
傾
向
に
よ
り
正
保
育
士
の
採

用

は
行

っ
て

い
な

い
。

井
ノ
上
菅
雄

道
路
整
備
に
つ
い
て

答
弁
　
〈フ
後
の
課
題
。

◆
町
道
南
山
手
線
の
延
長
に
つ
い
て

数
十
年
前
よ
り
計
画
さ
れ
て
い

た
南
山
手
線
の
話
が
中
断
さ
れ

て
い
る
。
今
後
延
長

の
計
画
等
が
あ
る

の
か
。

町
長
こ
れ
ま
で
舞
鶴
市
と
協
議
を
重

ね
て
き
た
が
、
県
境
で
も
あ
り
、
重
要
と

考
え
て
い
な
い
。

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
も
供
用
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
優
先
度
が
低
い
。
ま
た
、
関

屋
か
ら
多
門
院
へ
の
協
議
を
し
た
が
良
い

返
事
が
返
っ
て
こ
な
い
。

延
長
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

◆
舞
鶴
野
原
港
線
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

内
浦
地
区
に
と
っ
て
は
　
生
活
、

防
災
の
重
要
道
路
で
あ
る
。
ト

ン
ネ
ル
等
を
含
め
て
抜
本
的
改
良
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

的
に
改
良
し
て
い
る
が
充
分
で
は
な
い
。

今
後
、
国
、
県
に
強
く
要
望
す
る
と
共
に

舞
鶴
市
と
連
携
し
粘
り
強
く
要
望
し
て

い
′＼
。

◆
国
道
２７
号
線
の
青
葉
ト
ン
ネ
ル
改
良

整
備
に
つ
い
て

築
５５
年
も
経
過
し
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
ま
た
旧
規
格
で
道

幅
も
狭
く
歩
道
も
な
く
危
険
な
ト
ン
ネ

ル
で
あ
る
。
早
急
に
別
ル
ー
ト
を
考
え

て
い
く
べ
き
と
思
う
が
考
え
は
。

町
長
老
朽
化
し
た
卜
￥
不
ル
で
あ
る
。

舞
鶴
市
も
改
良
に
つ
い
て
理
解
し
て
互
い

に
協
議
し
て
い
る
。
今
後
国
、
県
に
強
く

働
き
か
け
て
い
く
。
舞
鶴
市
と
連
携
を

図
り
、取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
区
内
道
路
　
曲辰
道
等
の
補
修
に
つ
い
て

小
修
理
等
の
要
望
陳
情
に
対
処

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
小
修
理
に
つ
い
て
は
現
物
支
給
は

行
い
ま
す
が
、
地
元
で
対
処
願
い
た
い
。

渡

邊

　

孝

役
場
庁
舎
移
転

Ｈ
改
築

に
つ
い
て

答
弁
　
築
４５
年
で
老
朽
化
ｃ

役
場
庁
合
の
移
転
、
改
築
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
改
築
先

に
あ
り
き
で
計
画
を
進
め
る
の
は
問
題

で
は
な
い
か
。
現
庁
舎
を
改
修
し
て
使

用
す
る
と
い
う
選
択
肢
は
な
い
の
か
。

①
改
築
の
目
的
は
何
か
。
現
庁
舎
の
問

題
点
は
何
か
。

②
現
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事
を
こ
そ
早

急
に
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
庁
舎
改
築
よ
り
も
、
い
ま
は
町
民
負

担
の
軽
減
に
税
金
を
使
う
べ
き
で
は
な

い
か
。
町
長
①
現
庁
舎
は
築
４５
年
が
経
過
し

て
老
朽
化
が
す
す
ん
で
い
る
。
庁
舎
も
手

狭
で
一部
を
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
教
育

会
館
に
分
散
し
て
い
る
。
ま
た
駐
車
場
も

せ
ま
い
。

②
耐
震
補
強
工
事
費
だ
け
で
も
１
億
円

が
か
か
る
。
ま
た
工
事
期
間
中
の
仮
設
庁

舎
等
の
建
設
費
も
上
積
み
さ
れ
る
。

一 般 質 問

i多;イ

圏
町
長
重
要
道
路
で
あ
る
。
順
次
部
分
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一 般 質 問

山

本

富

夫

役
場
移
転
先
の
治
水
対

策
は

答
弁
　
再
度
検
討
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
ー
構
想
内

で
役
場
移
転
先
の
汐
入
地
係
の

治
水
対
策
を
ど
の
よ
チ
に
す
る
の
か
。

副
町
長
・建
設
整
備
課
長

当
地
は
治
水
対
策
は
必
要
と
認

識
。
南
区
、
湯
谷
区
汐
入
川
の
流
量
を
サ

イ
フ
オ
ン
管
で
海
に
流
す
か
、
調
整
池
に

貯
め
る
か
で
あ
る
が
、
１５
億
円
と
大
き
な

事
業
費
が
か
か
る
の
で
財
政
状
況
を
見

極
め
再
度
検
討
し
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

前
年
度
と
比
較
し
て
、
追
払
い
、

畑
作
対
策
、捕
獲
、捕
獲
従
事
者
育
成
費

等
を
増
額
。
お
お
い
町
で
計
画
さ
れ
て
い

る
大
型
柵
等
の
計
画
に
対
し
て
は
連
携
、

協
力
体
制
が
出
来
る
よ
う
検
討
及
び
協

議
す
る
。北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
ル
ー
ト

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
問
う
。

町
長
近
隣
自
治
体
と
し
て
は
若
狭
ル

―
卜
を
要
望
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と

認
識
し
て
い
る
が
、
在
来
線
の
整
理
、
地

元
負
担
額
等
、
ル
ー
ト
選
定
に
お
け
る
諸

条
件
等
に
よ
り
総
合
的
に
判
断
す
る
考

え
で
あ
る
。

池

田

康

信

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
構

想
の
実
施
体
制
は
！

答
弁
　
推
進
室
を
設
置
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
の
実
施
は

広
範
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ
の

課
題
と
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

町
長
本
年
は
コ
ン
パ
ク
ト
ン
テ
イ
の
基

本
計
画
を
定
め
る
。
課
題
と
し
て

，

①
用
地
関
係
・地
権
者
の
意
向
確
認
を

踏
ま
え
理
解
を
得
る
。

②
治
水
対
策
・基
本
計
画
策
定
と
併
せ

て
計
画
手
法
を
提
示
し
て
い
く
。

③
道
路
計
画
等
・景
観
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

等
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
整
合
性

を
図
る
。

④
財
源
。こ
れ
か
ら
検
討
し
て
行
く
。

⑤
推
進
室
を
設
置
。

◆
関
屋
川
の
治
水
対
策
に
つ
い
て

①
以
前
か
ら
指
摘
し
て
い
る
と

お
り
県
管
理
区
間
よ
り
上
流
部

の
荒
廃
は
著
し
く
降
雨
の
た
び
に
立
竹

木
が
流
下
し
海
岸
漂
着
ゴ
ミ
の
原
因
に

も
な
っ
て
い
る
。
既
存
堰
堤
も
老
朽
化

が
著
し
く
そ
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

②
計
画
の
河
川
応
急
対
策
工
事
の
内
容

は
何
か
。建
設
整
備
課
長

①
関
屋
川
の
現
況
と
重
要
性
は

十
分
認
識
し
て
い
る
。
整
備
計
画
に
は
流

域
全
体
の
自
然
環
境
や
生
態
系
に
も
十

分
配
慮
し
た
計
画
が
必
要
で
あ
り
県
当

局
と
協
議
を
し
て
取
り
組
み
た
い
。

②
こ
の
工
事
は
関
屋
川
と
日
置
川
の
合

流
点
下
流
に
あ
る
頭
首
工
を
改
修
し
て

洪
水
被
害
防
止
と
用
水
取
入
樋
門
の
改

修
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

◆
危
機
管
理
に
つ
い
て

１
月
１
日
に
日
引
漁
港
の
浮
防

波
堤
の
支
柱
が
倒
壊
し
た
事
故

処
理
に
危
機
管
理
の
認
識
に
問
題
が
な

か

っ
た
か
問
う
。

①
事
故
報
告
の
遅
れ

（約
２
ヶ
月
遅
れ
）

②
類
似
ケ
ー

ス

ヘ
の
管
理
体
制

・
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
は

副
町
長

①
報
告
の
遅
れ
は
事
実
で
あ
る

第
一報
は
入
れ
る
べ
き
で
あ
つ
た
。

②
管
理
は
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
が

更
に
関
係
者
と
協
議
し
て
行
く
。

国
道
２７
号
線
青
葉
ト
ン
ネ
ル
バ

イ
パ
ス
化
に
つ
い
て
の
進
捗
状

南
山
手
線
歩
道
設
置

（南
区
地

係
）
と
道
路
新
設
に
つ
い
て
。

建
設
整
備
課
長

南
区
と
の
協
議
の
上
、安
全
性
を

考
慮
し
て
歩
道
の
仮
設
工
事
で
本
設
の

道
路
に
つ
い
て
は
南
区
の
同
意
が
な
い
。

２３
年
度
の
鳥
獣
害
対
策
費
に
つ

い
て
万
全
か
？
　
お
お
い
町
と

の
連
携
？

的

場

輝

夫

青
戸
埋
立
地
の
利
活
用
は

我
が
町
の
重
要
な
課
題

答
弁
　
企
業
誘
致
も
含
め
慎
重
に

検
討
。

新
規
大
型
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
は
、

形
式
的
な
町
民
総
意
と
な

っ
て

況
は
？
建
設
整
備
課
長

日
本
海
唯
一の
幹
線
道
路
で
あ
り

な
が
ら
京
都
府
・福
井
県
境
の
吉
阪
峠
に

あ
る
青
葉
卜
￥
不
ル
は
完
成
以
来
５５
年

と
老
朽
化
と
道
路
幅
員
が
狭
く
改
良
整

備
は
優
先
度
が
高
く
六
路
谷
の
南
ル
ー

ト
と
蒜
畠
付
近
の
北
ル
ー
ト
の
検
討
が
さ

れ
て
い
る
。
高
浜
町
・舞
鶴
市
が
事
業
化

に
向
け
結
束
を
図
る
考
え
。

い
な

い
か
。

町
長
今
日
ま
で
の
町
民
の
皆
様
と
の

各
種
の
意
見
交
換
の
内
容
を
考
慮
し
て
、

提
起
し
て
い
る
。
今
後
も
各
種
団
体
・住

民
と
の
意
見
交
換
を
図
り
つ
つ
具
現
化
に

努
め
る
。
現
戦
略
推
進
・関
連
事
業
等
の

評
価
・点
検
は
、
防
活
生
タ
ウ
堂
局
浜
に

委
託
予
定
。
定
住
促
進
策
に
つ
い
て
は
、

空
家
亮
工
き
地
調
査
の
結
果
を
生
か
す

方
向
で
検
討
す
る
。
「観
光
視
点
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
戦
略
策
定
支
援
業
務
」
は
、

町
の
提
案
と
王
ク
提
案
も
あ
る
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
向
け
て

の

「
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ン
」
は
、

高
齢
者

・
そ
の
家
族
も
含
め
、
関
係
者

の
意
向
が
尊
重
さ
れ
る
の
か
。
高
齢
者

「青
戸
埋
立
地
」
活
用
委
員
会

の
立
ち
上
げ
は
何
時
か
。
企
業

誘
致
候
補
地
と
の
関
連
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
・町
長

埋
立
地
１０
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の

広
大
な
土
地
の
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、

議
員
指
摘
の
と
お
り
、
早
々
に
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
あ
ら
ゆ
る
英
知
を
結
集
し
、

当
町
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
利
活
用
と
な

る
よ
う
に
し
た
い
。

少
子
高
齢
化
対
策
の
観
点
か
ら

も
町
内
未
婚
者

・
家
族
の
切
実

な
悩
み
に
応
え
ら
れ
る
体
制
整
備
を
。

住
民
課
長

未
婚
化
が
少
子
化
の
最
大
要
因

で
も
あ
り
、
的
確
な
方
策
を
検
討
す
る
。

一般 質 問他

福
祉
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
個
人
情

報
の
関
係
者

へ
の
周
知
に
つ
い
て
、
個

人
の
了
解
の
も
と
で
の
拡
大
を
図
る
べ
き
。

福
祉
課
長
・町
長

医
療
・福
祉
・介
護
事
業
施
設
関
係

者
・住
民
代
表
等
で
の
委
員
会
の
中
で
、前

計
画
と
の
継
続
性
を
勘
案
し
策
定
す
る
。

個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、民
生
委
員
の
活
動
・

災
害
時
の
救
護
時
の
対
応
を
考
慮
し
、
圭献

員
の
指
摘
を
ふ
ま
え
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

若
狭
消
防
組
合
議
会
報
告

議
員

的
場

　

輝

夫

０
第
１
５
４
回

若
狭
消
防
組
合
議
会
定
例
会
の
報
告

・会
期
　
平
成
２３
年
２
月
１７
日
～

３

月

２８

日

・場
所
　
若
狭
消
防
議
会
会
場

《
上
程
議
案
》

■
議
案
第
１
号

平
成
２２
年
度
若
狭
消
防
組
合

一般
会

計
補
正
予
算
（第
３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
２
２
２
万
９
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１２
億
６
、
８
８
０
万
１
千
円
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
２
号

平
成
２３
年
度
若
狭
消
防
組
合

一般
会

計
予
算

予
算
の
説
明
を
受
け
る
。
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
は
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１４

億
９
、
１
６
０
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
特
筆
す
べ
き
は
新
た
な
「
は
し
ご

付
き
消
防
自
動
車
」
購
入
予
算
の
１
億

８
千
万
円
の
計
上
で
あ
る
。

〈
口

議
会
報
告

議
員
　
山
本

　
一昌
夫

平
成
２２
年
１２
月
２４
日

敦
賀
市
立
図
書
館
３
階

・会
期

・場
所

■
第
３
号
議
案

平
成
２‐
年
度
嶺
南
広
域
行
政
組
合
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

歳
入
決
算
額
は
１０
億
２
、
８
９
４
万

円
、
歳
出
決
算
額
は
、
１０
億
２
、
７
２
５

万
円
で
差
引
１
６
５
万
円
と
な
っ
た
。

【慎
重
審
議
の
結
果
、全
員
賛
成
で
採
択
】

働
サ ▼

併了
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常任委員会報告

総
務
産
業常
任
委
員
会
報
告

委
員
長

栗

野
　

明
雄

■
議
案
第
フ
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

■
議
案
第
８
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
３
号
）

■
議
案
第
９
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

■
議
案
第
１０
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
公
有
水
面
埋
立

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

■
議
案
第
１１
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
宅
地
分
譲
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

■
議
案
第
１２
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（第
３
号
）

■
議
案
第
憎
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

■
議
案
第
２０
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

■
議
案
第
２‐
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
予
算

■
議
案
第
２２
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町
公
有
水
面
埋
立

事
業
特
別
会
計
予
算

■
議
案
第
２３
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町
宅
地
分
譲
事
業

特
別
会
計
予
算

■
議
案
第
２４
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町
国
民
宿
舎
事
業

特
別
会
計
予
算

■
議
案
第
２５
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算

■
議
案
第
２６
号

高
浜
町
課
（室
）
設
置
条
例
の
一部
を

改
正
す
る
条
例

■
議
案
第
２７
号

高
浜
町
一般
職
の
職
員
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
２

部
を
改
正
す
る
条
例

■
議
案
第
２８
号

高
浜
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一部
を
改

正
す
る
条
例

■
議
案
第
２９
号

高
浜
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一部
を
改
正
す
る
条
例

口
議
案
第
３０
号

高
浜
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び

旅
費
等
に
関
す
る
条
例
の
一部
を
改
正

す
る
条
例

■
議
案
第
３‐
号

高
浜
町
一般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
全

部
を
改
正
す
る
条
例

■
議
案
第
３２
号

高
浜
町
の
休
日
を
定
め
る
条
例
の
制

定
■
議
案
第
３３
号

高
浜
町
「公
徳
心
を
高
め
る
」
都
市
宣

言
推
進
委
員
会
設
置
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

■
議
案
第
３４
号

高
浜
町
都
市
交
通
安
全
委
員
会
設
置

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

■
議
案
第
３５
号

高
浜
漁
港
上
屋
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
２

部
を
改
正
す
る

条
例

■
議
案
第
３８
号

高
浜
町
海
釣
り
桟
橋
及
び
遊
歩
道
の

指
定
管
理
者
の
指
定

■
議
案
第
３９
号

高
浜
町
広
瀬
山
自
然
公
園
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

■
議
案
第
４０
号

は
ま
な
す
パ
ー
ク
の
指
定
管
理
者
の
指

定
■
議
案
第
４‐
号

高
浜
町
道
の
駅
の
指
定
管
理
者
の
指

定
■
議
案
第
４２
号

城
山
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

■
議
案
第
４３
号

嶺
南
広
域
行
政
組
合
規
約
の
変
更

■
議
案
第
４４
号

団
体
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

全
般
型
）
高
浜
地
区
の
計
画
変
更

■
議
案
第
４５
号

土
地
の
処
分

佐
伎
治
神
社
前
の
土
地
を
蜘
太
平
電

業
全
冗
却
す
る
議
案
で
す
。

全
て
の
議
案
は
【全
員
賛
成
で
可
決
】

恣継
続
中
の
審
査
事
件
》

■
請
願
第
２
号

Ｅ
Ｐ
Ａ
・Ｆ
Ｔ
Ａ
の
推
進
路
線
の
見
直

し
を
求
め
る
請
願【賛
成
者
な
し
で
不
採
択
】

■
請
願
第
６
号

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
に
反
対
す
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願【賛
成
多
数
で
採
択
】

厚
生
文
教常
任
委
員
会
報
告

委
員
長

小
幡

　

主思
仁

《審
議
事
項
》

付
託
案
件
の
審
査

■
議
案
第
２
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（第
３
号
）

・退
職
被
保
険
者
等
療
養
給
付
費
と
退

職
被
保
険
者
等
高
額
療
養
費
の
増
額
補

正
の
要
因
に
つ
い
て
、
退
職
被
保
険
者
数

が
、
＞」
の
１
年
間
で
６７
名
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
背

景
と
し
て
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
者
が

あ
る
と
の
答
弁
が
あ
つ
た
。

■
議
案
第
３
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

。質
疑
。討
論
は
特
に
な
し
。

■
議
案
第
４
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

・質
疑
・討
論
は
特
に
な
し
。

■
議
案
第
５
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

・保
険
料
が
減
額
と
な
っ
た
要
因
に
つ
い
て
、

広
域
連
合
議
会
の
議
決
時
期
に
新
た
な

保
険
料
で
の
予
算
計
上
が
間
に
合
わ
な

か
っ
た
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

■
議
案
第
６
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（第
３
号
）

・居
宅
介
護
費
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、高

浜
町
の
傾
向
と
し
て
、
居
宅
介
護
が
伸
び

る
一方
で
、施
設
介
護
は
横
ば
い
に
あ
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。

■
議
案
第
１４
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

・退
職
被
保
険
者
の
保
険
給
付
費
の
増
加

理
由
に
つ
い
て
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職

で
対
象
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。

・国
保
被
保
険
者
の
現
状
に
つ
い
て
保
険

料
滞
納
に
よ
る
短
期
保
険
証
な
ら
び
に
、

資
格
証
明
書
発
行
数
を
確
認
し
た
。

・疾
病
別
傾
向
分
析
に
よ
る
保
健
指
導
で

医
療
費
抑
制
措
置
の
必
要
性
の
指
摘
が

あ
っ
た
。

■
議
案
第
１５
号

平
成
２８
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
予
算

・診
療
報
酬
の
基
礎
と
な
る
和
田
診
療
所

の
患
者
数
に
つ
い
て
、
昨
年
よ
り
も
多
い

年
間
延
べ
１
１
、
０
０
０
人
を
見
込
ん
で

予
算
計
上
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
つ
た
。

■
議
案
第
１６
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町
老
人
保
健
特
別

会
計
予
算

・質
堤
・討
論
は
特
に
な
し
。

■
議
案
第
フ
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

・保
険
料
徴
収
状
況
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
り
、
平
成
２２
年
度
は
ま
だ
年
度
途
中

で
確
定
し
て
い
な
い
が
、
平
成
２０
年
度
、
２．

年
度
と
も
１
０
０
％
徴
収
し
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
つ
た
。

■
議
案
第
１８
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

・介
護
保
険
料
滞
納
状
況
を
確
認
。
収
納

率
向
上
に
努
め
る
よ
う
要
請
。

。要
支
援
か
ら
軽
度
の
要
介
護
へ
の
移
行

が
見
ら
れ
る
た
め
、今
後
策
定
す
る
介
護

保
険
計
画
で
＞」
の
対
応
策
を
盛
り
込
む

こ
と
を
確
認
し
た
。

■
議
案
第
３６
号

高
浜
町
手
数
料
条
例
の
一部
を
改
正

す
る
条
例

・住
基
カ
ー
ド
の
発
行
と
利
用
状
況
に
つ

い
て
、
現
時
点
で
の
発
行
枚
数
、
１
日
あ

た
り
の
利
用
状
況
を
確
認
。

■
議
案
第
♂
号

高
浜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一部

を
改
正
す
る
条
例

・質
疑
、
討
論
は
特
に
な
し
。

以
上
全
て
の
議
案
は

【全
員
賛
成
で
原
案
可
決
】

■
請
願
第
５
号

保
育
制
度
改
革
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願

・請
願
の
紹
介
議
員
か
ら
請
願
趣
旨
の
説

明
を
受
け
、
保
育
制
度
全
般
の
課
題
等

の
意
見
交
換
を
行
い
審
査
を
行
っ
た
。

【賛
成
少
数
で
不
採
択
】

常任委員会報告
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予
算
・決
算
特
別
委
員
会
報
告

委
員
長
　
小
幡

　

生思
仁

《審
議
事
項
》

◎
付
託
条
件
の
審
査

■
議
案
第
１
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町

一
般
会
計
補
正

予
算

（第
５
号
）

《補
正
予
算
の
概
要
》

平
成
２２
年
度
一般
会
計
予
算
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
４
、
２
４
７
万
円

を
追
加
す
る
。

《審
議
の
概
要
》

・町
有
地
売
払
に
関
し
質
問
が
あ
り
、
佐

伎
治
神
社
前
の
町
有
地
を
民
間
事
業
者

に
独
身
寮
建
設
予
定
地
と
し
て
売
り
払

う
も
の
で
、
売
払
い
単
価
は
、
一部
林
地
を

除
い
て
、
１
２ｍ
あ
た
り
１
３
、
５
０
０
円

と
の
答
弁
が
あ
つ
た
。

。子
宮
け
い
ガ
ン
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
助

成
金
に
関
し
質
問
が
あ
り
、今
回
の
補
正

予
算
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
が
開
始
さ

れ
る
。
今
年
度
は
高
校
１
年
生
を
汁
象

と
し
、
希
望
者
に
１
回
当
た
り
予
防
接

種
費
用
の
１
割
１
、
５
０
０
円
の
自
己

負
担
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
の
答
弁
が
あ
つ
た
。
（ワ
ク
チ
ン
は
３

回
接
種
が
必
要
な
た
め
自
己
負
担
の
合

計
額
は
４
、
５
０
０
円
と
な
る
。
）
な
お
、

平
成
２３
年
度
か
ら
は
、
中
学
校
１
年
生

か
ら
３
年
生
と
高
校
１
年
生
が
対
象
と

な
る
。

・総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ツ
ク
作
成
業
務
委

託
に
関
し
、
＞」
れ
ま
で
進
め
て
き
た
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
業
務
の
関
連
性
に
関
し

て
質
問
が
あ
り
、
当
初
、
間
に
合
わ
な
い

と
考
え
て
い
た
土
砂
災
害
の
危
険
地
域

を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
追
加
す
る
作
業
が

間
に
合
う
こ
と
が
判
っ
た
こ
と
か
ら
、
全

て
の
危
険
地
域
を
網
羅
し
た
総
合
防
災

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
こ
と
に
切
り

替
え
た
と
の
答
弁
が
あ
つ
た
。

・町
道
除
雪
作
業
委
託
の
増
額
に
関
連
し

町
道
除
雪
体
制
の
質
問
が
あ
つ
た
。
町
内

除
雪
は
委
託
業
者
ご
と
に
路
線
が
決
ま

っ
て
お
り
、
国
道
が
５
セ
ン
チ
、
県
道
が
１０

セ
ン
チ
、
町
道
が
１５
セ
ン
チ
全
目
郷
と
内
浦

地
区
は
１０
セ
ン
チ
）
の
積
雪
で
除
雪
開
始

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
除
雪
対

象
の
町
道
路
線
は
９５
路
線
で
、
こ
れ
は
毎

年
、
関
係
者
が
集
ま
る
除
雪
会
議
で
決

定
し
、
＞」
れ
以
外
の
道
路
で
も
、
区
長
か

ら
の
依
頼
が
あ
れ
ば
除
雪
を
行
う
こ
と

を
確
認
し
た
。【賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

■
議
案
第
１３
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町

一
般
会
計
予
算

《
予
算
の
概
要
》

平
成
２３
年
度
一般
会
計
予
算

歳
入
。歳
出
総
額

７４
億
４
、
１
２
５
万
６
千
円

詳
し
い
業
者
を
選
定
す
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
＞」
れ
か
ら
高
浜
町
で
進
め
る
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
に
よ
る
水
耕
栽
培
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
併

せ
て
地
域
に
根
ざ
し
た
農
業
の
底
入
れ

も
行
な
う
と
の
答
弁
が
あ
つ
た
。

【商
工
費
】

・高
浜
型
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
推
進
支
援
業
務

委
託
に
関
し
、
「高
浜
型
バ
ト
ベ
キ
ュ
ー
」
の

定
義
の
質
問
が
あ
り
、
高
浜
町
で
は
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
の
需
要
は
高
い
が
、
問
題
は
後
片

付
け
七
ゴ
ミ
処
理
で
あ
り
、
こ
れ
ら
対
応

も
含
め
た
ト
ー
タ
ル
で
楽
し
む
バ
ー
ベ
キ
ユ

ー
と
し
て
提
案
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

【教
育
費
】

・中
学
生
の
海
外
派
遣
事
業
な
ら
び
に
国

際
交
流
事
業
に
関
連
し
て
、
経
済
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
よ
り
企
業
は
英
語
力
の
高
い

人
材
を
求
め
て
お
り
高
浜
町
の
教
育
方

針
と
し
て
国
際
化
の
取
り
組
み
の
質
問

が
あ
つ
た
。

・高
浜
町
で
は
国
際
交
流
協
会
の
活
動
が

活
発
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
と
、
来
年
度
小

学
校
の
英
語
教
育
の
必
修
化
に
伴
い
英

語
に
堪
能
な
助
手
を
つ
け
る
な
ど
の
対

応
を
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

《
審
議
の
概
要
》

【総
務
費
】

。ま
ち
づ
く
り
推
進
人
材
派
遣
委
託
に
関

し
、
役
場
内
で
職
員
と
一緒
に
業
務
す
る

こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
、
タ
イ

ム
ラ
グ
な
し
で
仕
事
が
出
来
る
な
ど
メ
リ

ッ
ト
も
多
く
、
秘
密
保
持
責
任
も
課
し
て

お
り
問
題
な
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
。
ま

た
、
安
易
に
委
託
人
に
頼
ら
ず
役
場
職

員
自
ら
が
仕
事
を
企
画
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
の
指
摘
に
は
、
委
託
人
の
業
務
ス

キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
で
職
員
の
ス
キ
ル
が
向

上
す
る
と
し
て
、暫
く
は
委
託
を
続
け
る

と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

・脇
坂
整
備
実
施
設
計
委
託
に
つ
い
て
、脇

坂
の
事
業
展
開
の
是
非
も
含
め
て
議
論

が
行
な
わ
れ
た
。
町
長
は
「
反
対
意
見
が

多
ｒ
」
と
も
承
知
し
て
い
る
が
、
町
が
用

地
活
用
を
前
提
に
県
に
要
望
し
た
事
業

で
あ
り
放
置
は
で
き
な
い
」
と
の
考
え
方

が
示
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
平
成
２４
年
度
に

工
事
開
始
を
決
め
た
も
の
で
は
な
く
、
工

事
内
容
も
法
面
を
掘
削
す
る
か
ど
う
か

も
含
め
て
来
年
度
の
設
計
の
中
で
検
討

を
進
め
る
。
眺
望
カ
フ
エ
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
等
は
ま
だ
構
想
段
階
と
の
見
解

が
示
さ
れ
た
。

・福
井
大
学
教
職
員
大
学
院
受
講
者
負

担
金
に
関
し
、
今
後
の
派
遣
方
針
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
、ハ
７
後
と
も
毎
年
２
名
の

派
遣
を
継
続
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。
・新
学
習
指
導
要
領
で
平
成
２３
年
度
か

ら
小
学
校
で
始
ま
る
脱
ゆ
と
り
教
育
の

対
応
に
つ
い
て
、
平
成
２３
年
度
は
小
学
校

の
改
訂
教
科
書
の
指
導
書
の
予
算
を
計

上
し
た
と
の
答
弁
が
あ
つ
た
。
授
業
の
コ
マ

数
の
増
加
に
伴
い
、
２
学
期
制
や
土
曜
日

登
校
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
が
、
授
業

コ
マ
数
増
加
の
影
響
等
を
チ
ェ
ツ
ク
す
る
と

の
答
弁
が
あ
つ
た
。

【賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

ヨ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
関
連
で
大
規
模
事
業

が
多
く
全
体
事
業
の
実
現
を
危
ぶ
む
指

摘
が
あ
っ
た
。
町
長
は
、
昔
同
浜
町
が
直
面

す
る
全
て
の
課
題
の
解
決
策
と
し
て
打

ち
出
し
た
の
が
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
構
想

で
あ
り
、
個
々
の
課
題
を
個
別
に
解
決
し

て
も
全
体
で
は
同
規
模
に
な
る
。
ま
た
、

全
事
業
を
同
時
期
に
進
め
る
訳
で
は
な

く
、
財
源
を
確
保
し
な
が
ら
取
り
組
む

と
の
答
弁
が
あ
つ
た
。

【民
生
費
】

。瑞
祥
苑
運
営
事
業
に
関
し
、
施
設
を
土

日
も
開
放
す
べ
き
と
の
意
見
提
起
に
対

し
役
場
内
部
で
検
討
を
す
る
と
の
答
弁

が
あ
つ
た
。

【衛
生
費
】

・和
田
釈
迦
浜
の
海
岸
漂
着
物
の
撤
去
処

分
事
業
に
関
し
質
問
が
あ
り
、
こ
れ
は
県

の
地
域
グ
リ
ー
ン
こ
―
デ
イ
ー
ル
基
金
の

活
用
事
業
で
、幅
５
ｍ
、
長
さ
５
０
０
ｍ
に

わ
た
り
清
掃
を
実
施
す
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

【農
林
水
産
業
費
】

。鳥
獣
害
被
害
が
広
が
る
中
、
予
算
編
成

の
考
え
方
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
追
い
払
い
、
捕

獲
等
の
従
来
ど

こ
―
の
継
続
と
、防
止
柵

は
畑
作
物
も
出
荷
先
が
あ
れ
ば
対
象
範

囲
に
入
れ
る
こ
と
と
、
追
い
払
い
用
電
動

ガ
ン
購
入
補
助
は
農
家
組
合
員
以
外
も

各
区
か
ら
の
申
請
で
補
助
す
る
と
の
答

弁
が
あ
つ
た
。

・農
業
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
業
務
委
託
の
業
者

選
定
基
準
の
質
問
が
あ
り
、
専
門
的
な

知
見
と
併
せ
て
高
浜
町
の
農
業
事
情
に 和田釈迦浜の海岸漂着物

高浜駅の除雪
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特別委員会報告

原
．子
力
対
策
特
別
委
員
会
報
告

委
員
長
　
的

場

　

輝

夫

●
２‐
年
度
６
月
に
は
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計

画
の
進
捗
状
況
。若
狭
湾
キ
不
ル
ギ
ー
拠

点
化
計
画
に
つ
い
て
若
狭
湾
琴
不
ル
ギ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー
専
務
・高
浜
町
岡
本
課
長

等
を
招
聘
し
、
説
明
を
受
け
質
疑
意
見

交
換
。

●
６
月
に
は
、
第
１
回
関
西
電
力
原
発

立
地
町
議
会
連
絡
協
議
会
総
会
が
、
城

山
荘
で
開
催
さ
れ
、
ハ
ム
長
に
高
浜
的
場
。

副
会
長
に
美
浜
竹
仲
。大
飯
田
中
の
各
委

員
長
が
、
理
事
は
高
浜
か
ら
は
粟
野
・池

田
等
の
新
年
度
役
員
。新
年
度
計
画
・予

算
案
の
承
認
が
行
わ
れ
た
。

０
９
月
に
は
、
高
浜
発
電
所
所
長
・副
所

長
等
と
高
浜
原
発
に
て
、
地
元
雇
用
の
充

実
と
原
電
施
設
の
安
全
保
安
対
策
の
確

立
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

●
Ｈ
月
に
は
、
関
原
協
の
役
員
９
名
と
議

会
事
務
局
３
名
で
大
阪
の
関
電
本
社
に

立
地
３
町
議
会
の
要
望
（高
経
年
化
対

策
の
充
実
強
化
・立
地
町
に
軸
足
を
据
え

た
地
域
振
興
策
の
充
実
・耐
震
安
全
性
の

強
化
等
）
を
強
く
伝
え
た
。

●
２２
年
１
月
に
は
、
県
原
協

（敦
賀
・美

浜
・大
飯
・高
浜
ご
一役
と
理
事
で
県
議
会

議
長
・県
副
知
事
に
対
し
、
要
望
書

（高

経
年
化
対
策
・避
難
道
路
。避
難
施
設
，電

源
三
法
交
付
金
の
充
実
強
化
・実
態
に
即

し
た
固
定
資
産
税
の
延
長
等
）
を
提
出

●
民
主
党
地
域
戦
略
局
に
対
し
て
県
原

協
三
役
等
に
よ
り
要
望
書

答高
経
年
化

対
策
・避
難
道
路
・避
難
施
設
・電
源
三
法

交
付
金
の
充
実
強
化
・実
態
に
即
し
た
固

定
資
産
税
の
延
長
等
）
の
提
出
。

●
３
月
に
は
、
国
よ
り
資
源
■
不
ル
ギ
ー

庁
・文
部
科
学
省
を
招
聘
し
、
今
後
の
国

の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
の
説
明
を
受

け
、
意
見
交
換
。

●
８
月
に
は
、
原
子
力
研
究
開
発
機
構

ょ
り
招
聘
し
、
「
も
ん
じ
ゆ
」
の
現
況
。原

子
力
政
策
に
お
け
る
位
置
付
け
等
の
説

明
及
び
炉
内
中
継
装
置
の
落
下
事
故
に

つ
い
て
質
疑
。

０
平
成

２３
年
に
は
、
電
源
立
地
に
伴
う

関
連
交
付
金
の
詳
細
に
つ
い
て
、
町
よ
り

説
明
を
受
け
質
疑
、
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
に
よ
る
福
島
原
発
の
状
況
に
つ
い

て
関
電
か
ら
の
説
明
の
後
質
疑
。

以
上
が
２
年
間
の
当
特
別
委
員
会
の
主

な
活
動
内
容
の
報
告
で
す
。

特
別
委
員
会
報
告

委
員
長

福

永

　

広

子

住
民
が
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ

う
高
浜
町
独
自
の
地
域
医
療
確
立
を
目

指
し
、
安
定
し
た
医
療
環
境
を
提
供
し

て
い
く
為
に
「
地
域
医
療
対
策
特
別
委

員
〈
置
を
立
ち
上
げ
、議
長
を
除
く
議
員

全
員
が
委
員
に
な
つ
た
。

ま
ず
最
初
に
行
っ
た
の
は
、
現
状
の
把

握
で
あ
る
。
町
内
の
医
療
機
関
へ
？

一―

ズ
。近
隣
の
医
療
機
関
と
の
連
携
と
問
題

点
、
そ
し
て
住
民
の
医
療
に
対
す
る
危
機

意
識
等
で
す
。
＞」
の
よ
う
に
現
状
把
握
を

し
た
う
え
で
今
後
の
方
針
を
決
め
て
き

た
。そ

う
し
た
中
で
、
国
が
「独
立
行
政
法

人
年
金
・健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機

構
矢

Ｒ
Ｆ
Ｏ
）
の
２
年
間
延
長
を
決
定

し
、
社
会
保
険
病
院
の
先
行
き
は
益
々
不

透
明
と
な
り
、
地
域
医
療
対
策
を
す
す

め
て
い
く
う
え
で
大
き
な
障
害
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
平
成
２‐
年
４
月
に
市
町
村

単
独
と
し
て
は
全
国
初
と
な
る
、福
井
大

学
と
寄
附
講
座
「
地
域
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア

講
座
」
を
設
立
し
、
地
域
医
療
再
生
に
向

け
て
大
き
く
動
き
だ
し
た
。

委
員
会
も
そ
の
動
き
に
連
動
し
て
合

同
委
員
会
へ
の
参
加
や
行
政
と
の
情
報
の

共
有
化
を
図
り
、
ま
た
、
新
し
く
設
立
さ

れ
た
「
た
か
は
ま
地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ

ー
」
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

こ
う
し
た
活
動
の
な
か
で
委
員
会
が

果
た
す
べ
き
役
割
が
明
確
に
な
り
、
行

政
。医
療
機
関
・住
民
と
の
連
携
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
委
員
会
は
終
了
す
る
が
、
地
域
医

療
は
ま
だ
始
ま
つ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
国

の
動
向
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
も
、
高
浜
町

に
必
要
な
地
域
医
療
体
制
の
整
備
を
図

る
た
め
に
努
力
し
、
新
し
い
議
会
に
お
い

て
も
協
力
体
制
を
と
ら
れ
る
よ
う
希
望

し
て
「
地
域
医
療
対
策
特
別
委
員
会
」
の

報
告
と
す
る
。

議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会
報
告

委
員
長

的

場

　

輝
夫

０
平
成
２‐
年
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て

高
浜
町
議
会
、
韮戯
会
改
革
調
査
特
別
委

員
会
の
設
置
に
関
す
る
決
議
が
可
決
さ

れ
、委
員
長
に
的
場
、
副
委
員
長
に
西
出

が
互
選
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
。
「
本
委
員

会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
議
会
に
関
わ
る

全
て
の
課
題
に
つ
い
て
十
分
な
審
議
を
尽

く
し
、
大
方
の
賛
同
を
得
ら
れ
れ
ば
、
本

委
員
会
提
案
の
発
意
と
し
て
本
会
議
に

提
起
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
課
題
に
つ
い

て
は
議
員
の
自
由
判
断
と
す
る
。
」
と
の

委
員
長
提
案
が
了
承
さ
れ
た
。

●
２‐
年
度
の
町
会
議
員
の
年
末
賞
与
に

つ
い
て
、委
員
長
よ
り
「今
回
限
り
の
扱
い

と
し
て
、
０
。１５
ケ
月
の
減
額
」
の
提
案
を

行
い
審
議
を
尽
く
し
た
が
、
大
方
の
合
意

に
至
ら
ず
６
月
賞
与
の
削
減
に
む
け
、
近

隣
議
会
と
調
整
す
る
事
と
し
た
。

０
‐２
月
政
務
調
査
費
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
慎
重
に
審
議
を
つ
く
し
た
結
果
大

方
の
合
意
に
至
り
、
理
事
者
と
の
調
整
を

行
う
事
と
な
っ
た
。

０
政
務
調
査
費
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

最
終
的
に
２
常
任
委
員
会
の
視
察
研
修

は
残
し
、
５
特
別
委
員
会
の
祝
察
研
修

は
原
則
無
く
し
、
そ
の
経
費
を
政
務
調

査
費
に
振
り
替
え
、
議
員
個
々
人
の
資
質

向
上
に
む
け
、
有
効
活
用
を
図
る
事
と

し
、
理
事
者
提
案
で
議
会
上
程
す
る
こ
と

で
大
方
の
賛
同
を
え
て
、
１
月
２５
日
の
議

会
臨
時
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

０
２
月
に
は
議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て
１２

日
、
２４
日
の
両
日
集
中
審
議
を
行
っ
た
が

大
方
の
賛
同
を
得
ら
れ
ず
、
審
議
終
了

と
な
り
ま
し
た
が
、
３
月
定
例
議
会
に
お

い
て
「
定
数
１６
人
を
１４
人
」
に
改
め
る
議

員
発
議
が
上
程
さ
れ
賛
成
多
数
に
て
採

択
さ
れ
た
。

●
６
月
に
は
、議
会
テ
レ
ビ
放
映
の
拡
大
・

夜
間
休
日
の
議
会
開
催
に
つ
い
て
審
議
し

た
が
、
継
続
論
議
と
な
り
、
９
月
、
１２
月

と
審
議
し
た
が
、本
会
議
場
以
外
の
委
員

会
等
の
放
映
に
は
、
機
材
の
調
達
費
用

１
、
５
０
０
万
円
の
費
用
等
が
か
か
る
こ

と
も
あ
り
今
回
は
見
送
り
と
し
た
。

●
夜
間
休
日
の
議
会
開
催
。議
員
報
酬
。

会
派
制
導
入
は
見
送
り
。
議
員
年
金
に

つ
い
て
は
、
国
会
の
動
き
や
世
論
の
趨
勢

か
ら
廃
上
に
つ
い
て
は
「
や
む
を
え
な
い
」

と
の
意
見
が
大
勢
と
な
り
ま
し
た
。
以
上

が
１
年
間
の
主
な
活
動
報
告
で
あ
る
。

鳥
獣
害
防
止
対
策
調
査

特
別
委
員
会
報
告

委
員
長
　
山
本

　
一呂
夫

中
間
報
告
に
つ
い
て
は
１２
月
議
会
で
報

告
済
み
で
省
略
。
委
員
会
最
終
〆
と
し

て
、
平
成

２３
年
度
鳥
獣
害
防
止
予
算

１
９
、
７
５
１
千
円
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

の
予
算
項
目
に
つ
い
て
委
員
会
で
審
査
・

審
議
し
た
状
況
・対
策
が
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
て
い
る
か
再
確
認
し
た
。
委
員
会

で
は
、今
後
、益
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
本

調
査
中
に
立
ち
上
が
っ
た
獣
害
追
払
隊

３４
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
、街
中
、追
払
隊
と

し
て
結
成
さ
れ
た
湯
谷
区
・シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
な
ど
、全
町
上
げ
た
取
り
組

み
が
ス
タ
ー
ト
で
き
た
こ
と
は
、
活
動
の

成
果
と
し
て
対
策
推
進
す
る
上
で
大
き

な
力
と
な
り
、自
助
、共
助
、
公
助
と
し
て

の
一役
を
担
う
も
の
と
確
認
し
た
。
委
員

会
と
し
て
の
申
し
送
り
と
し
て
、任
期
内

ィコン〔おれ幹・＝・．μ・

で
の
当
委
員
会
は
解
散
と
成
り
ま
す
が
、

４
月
改
選
後
に
お
い
て
引
き
続
き
委
員

会
設
置
を
強
く
要
望
す
る
こ
と
を
委
員

会
全
員
の
意
見
と
し
て
申
し
述
べ
当
委

員
会
を
終
了
し
た
。

特別委員会報告
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質
疑
。討
論

質疑・討論
質疑・討論他

■
議
案
第
１
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
一般
会
計
補
正
予
算

（第
５
号
）

質

疑

磯
部

武
史

議
員

固
一

漁
業
用
燃
油
高
騰
対
策
助
成
制
度
は
、

再
び
８０
円
を
超
え
た
場
合
、
補
正
で
姑
応
す

る
と
で
つ
こ
と
で
あ
つ
た
。

現
在
、
８０
円
を
超
え
た
価
格
で
推
移
し
て

い
る
が
対
応
は
さ
れ
る
の
か
。

固

ま
ち
づ
く
り
課
長

予
算
編
成
時
は
８０
円
に
達
し
て
お
ら
ず
予
算

形
状
し
て
い
な
い
が
、
２３
年
度
後
半
に
補
正
予

算
で
対
応
す
る
。

■
議
案
第
１３
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町
一般
会
計
予
算

質

疑

小
幡

憲
仁

議
員

固
）
脇
坂
整
備
実
施
設
計
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、設
計
対
象
と
な
る
工
事
内
容
と

実
施
時
期
を
問
う
。
特
に
再
度
、
法
面
を
重

機
で
掘
削
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

固

町
長

森
林
公
園
を
整
備
す
る
た
め
の
設
計
予
算
で

あ
る
が
、
実
施
時
期
は
未
定
で
あ
る
。
ま
た
、

法
面
の
掘
削
も
ま
だ
決
め
た
訳
で
は
な
く
来

年
度
の
設
計
の
中
で
検
討
す
る
。

■
議
案
第
２０
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

質

疑

粟
野

明
雄

議
員

固
　
ゆ
り
が
丘
地
区
の
下
水
道
は
計
画
が
な

い
が
。
し
な
い
つ
も
り
か
。

固

上
下
水
道
課
長

平
成
２‐
年
に
区
域
に
入
れ
た
。
下
水
管
が
入
っ

て
い
な
い
の
で
平
成
２６
年
以
降
に
着
工
に
な
る
。

■
議
案
第
２‐
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
予
算

質

疑

小
幡

憲
仁

議
員

□
　
下
、宮
尾
地
区
の
集
落
排
水
の
設
計
費

に
つ
い
て
、集
落
排
水
方
式
と
浄
化
槽
に
よ
る

整
備
と
の
コ
ス
ト
比
較
は
。

固

上
下
水
道
課
長

国
が
作
成
し
た
経
済
比
較
Ｙ
〓
ア
ル
で
試
算

し
た
結
果
、集
落
排
水
で
実
施
し
た
方
が
有

利
で
あ
る
と
の
結
果
が
出
て
い
る
。

■
議
案
第
１３
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町
一般
会
計
予
算

日
ｍ
酎
鮒
〕
　
　
　
　
渡
辺

孝

議
員

歳
入
で
は
、
原
発
関
連
財
源
が
全
体
の
４９
・

８
％
と
約
半
分
を
占
め
、
原
発
に
た
よ
る
不

健
全
で
不
安
定
な
財
政
で
あ
る
。
歳
出
で
は
、

①
高
浜
原
発
に
お
け
る
プ
ル
サ
ー
マ
ル
も
推

進
し
て
い
る
。

②
役
場
庁
舎
の
移
転
、改
築
計
画
に
反
対
。

③
脇
坂
の
公
園
化
は
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
。

④
同
和
対
策
事
業
は
終
了
す
べ
き

賛
成
討
論

粟
野

明
雄

議
員

審
議
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

町
長
の
意
図
と
、
課
長
・担
当
者
と
の
意
識
の

か
い
離
が
見
ら
れ
議
論
が
錯
綜
し
た
。
意
思

の
統
一を
図
っ
て
頂
き
た
い
。
事
業
が
広
が
り

す
ぎ
の
面
が
あ
る
の
で
、
着
実
な
実
行
に
向

け
テ
ン
ポ
を
落
と
す
必
要
を
感
じ
ま
す
。

脇
坂
の
作
な
ど
、
町
長
の
意
図
を
確
認
し

た
の
で
賛
成
と
し
ま
す
。

賛
成
討
論

的
場

輝
夫

議
員

原
電
関
連
か
ら
の
収
入
。支
出
に
つ
い
て
認

め
ら
れ
な
い
と
の
反
対
意
見
に
つ
い
て
は
、
町

財
政
の
現
状
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
福

島
原
発
の
惨
状
か
ら
、
原
発
の
安
全
神
話
は

崩
壊
し
、
今
後
抜
本
的
対
策
が
求
め
ら
れ
る

が
、
核
燃
サ
イ
ク
ル
交
付
金
等
は
使
わ
な
け

れ
ば
没
収
で
あ
り
、
当
町
の
将
来
に
必
要
不

可
欠
の
事
業
に
活
用
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

役
場
の
建
替
え
は
障
害
者
に
優
し
く
町
民
の

福
祉
・安
全
の
拠
点
と
し
て
、
教
育
会
館
・高

浜
病
院
と
連
携
し
た
事
業
と
し
て
必
要
最

小
限
度
の
建
替
え
整
備
は
必
要
で
あ
る
。
脇

坂
・城
山
一帯
の
整
備
は
積
年
の
課
題
で
あ
り

町
民
の
意
向
を
最
大
限
反
映
し
た
事
業
が

前
提
な
ら
賛
成
で
あ
る
。

■
議
案
第
２２
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町
公
有
水
面
埋
立
事

業
特
別
会
計
予
算

□
田
酎
印
山
　
　
　
　
渡
辺

孝
議
員

青
戸
入
江
の
埋
立
事
業
は
今
後
長
き
に
わ

た
っ
て
借
金
返
済
が
続
く
。
む
だ
で
大
き
な

自
然
破
壊
で
あ
る
。

■
議
案
第
２５
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算

□
田
酎
酪
幽
　
　
　
　
渡
辺

孝
議
員

新
年
度

か
ら
関
西
電
力

に
日
糧

１
、

４
０
０
ト
ン
の
上
水
道
を
運
転
用
水
と
し
て

供
給
す
る
こ
と
と
し
た
。
水
源
地
で
あ
る
小

和
田
地
係
な
ど
の
地
下
水
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
恐
れ
が
あ
る
。

■
議
案
第
４５
号

土
地
の
処
分

岡
田
酎
印
Щ
　
　
　
　
渡
辺

孝
議
員

佐
伎
治
神
社
北
川
に
隣
接
す
る
町
有
地
、

６
、
７
３
７
平
方
メ
ー
ト
ル
を
民
間
に
売
却

し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
将
来
的
に
有

効
に
利
活
用
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
売
却
す
べ

き
で
は
な
い
。

提
出
者

■
発
委
第
１
号

高
浜
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一部
を
改
正

す
る
条
例

０
第
２
条
中
「
８
人
」
を
「
７
人
」
に
改
め
、第

２
号
の
次
に
次
の
一号
を
加
え
る
。

（３
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会
１３
人

予
算
・決
算
関
係

●
第
■
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
２
項
中

「議
会
運
営
委
員
及
び
特
別
委
員
」
を

「委
員
」
に
改
め
る
。

◎
附
則
　
こ
の
条
例
は
次
の
一般
選
挙
に
よ

り
選
出
さ
れ
る
議
員
の
任
期
が
始

ま
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

■
発
委
第
２
号

議
会
会
議
規
則
の
一部
を
改
正
す
る
規
則

０
第
１０
条
中
「
日
曜
日
及
び
休
日
」
を
「
町
の

休
日
」
に
改
め
る
。

◎
附
則
　
こ
の
規
則
は
公
布
の
日
か
ら
施
行

す
る
。

発
委
第
１
号
、
２
号
【全
員
賛
成
で
可
決
】

提
出
者

議
会
運
営
委
員
長
　
西
出
　
秀
雄
　
　
　
総
務
産
業
常
任
委
員
長
　
粟
野
　
明
雄

■
発
委
第
３
号

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
に
反
対
す
る
意
見
書
の

提
出

菅
首
相
は
、
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
貿
易
圏
の
構

築
を
め
ざ
す
」
と
表
明
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
委
加

を
検
討
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
原
則
と
し
て
全
て
の
品
目
の
関
税

を
撤
廃
す
る
協
定
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
参
加
す
る

と
、食
糧
自
給
率
は
１４
％
に
、
米
の
生
産
量
は

９０
％
減
、
砂
糖
、
小
麦
は
、
ほ
ぼ
壊
滅
す
る
。
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
７
．
９
兆
円
、
一屋
用
が
３
４
０
万
人

減
少
す
る
と
試
算
さ
れ
る
。

重
要
な
農
産
品
が
例
外
な
し
に
関
税
が

撤
廃
さ
れ
れ
ば
、
日
本
農
業
と
地
域
経
済
、

国
民
経
済
に
与
え
る
影
響
は
き
わ
め
て
甚
大

で
あ
る
。

食
糧
自
給
率
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加

は
、
絶
対
に
両
立
し
な
い
。
今
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
食
料
の
外
国
依
存
と
決
別
す
る
こ
と
で

あ
る
。

よ
っ
て
「
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定
」
に
参
加
し
な
ｒ

」
と
を
求
め
意
見
書
を

提
出
す
る
。

提
出
先
は
、
内
閣
総
理
大
臣
他
各
関
係
大

臣
で
あ
る
。

4年間ありがとうございました。
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き動の〈雰
一
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・
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消防出初式

高浜町成人式

矢[l事との行政懇談会

第25回人権啓発研究集会

文化財火災防ぎょ訓練

平成22年度嶺南市町議長会要望

部落解放同盟福丼県連合会2011年旗開き

関原協研修会

若狭消防議会 定例会

嶺南広域行政組合議会代表者会議

第62回福丼県町村議会議長会定期総会

第22回「たかはまシルバーコンベンション」

3月定例会

高浜中学校卒業証書授与式
イ マ
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「
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
に
、
深
塗
泉
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
、
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

議
会
と
行
政
が
協
力
し
て
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
全

力
で
取
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
韮戯
会
だ
よ
り
も
「わ
か
り
や
す
く
、

読
み
や
す
い
」
を
め
ざ
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
皆
様
Ｑ

」理
解
レ⊂ご
指

導
を
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

文
責
　
西
出
　
秀
雄

広
報
特
別
委
員
会
委
員
長

副
委
員
長

委
　
口貝

渡
邊
横
田
的
場
西
出
栗
野
小
幡

孝
則
孝
輝
夫
秀
雄
明
雄
憲
仁

Ч

ノ  ァ
持

■

1月 6日

9日

14日

27日

29日

2月 4日

5日

16日

1フ日

18日

25日

26日

3月  1日

11日

1

゛幕


